
第　  期  中間報告書
平成22年4月1日から平成22年9月30日まで
60

（注）監査役亀口政史氏及び杉山博康氏は、社外監査役であります。

会 社 概 況

（1）発行可能株式総数 ……55,000,000株

（2）発行済株式の総数 ……14,364,975株

（3）株主数 ………………………1,812名

（4）大株主の状況

（注） 上記のほかに自己株式（1,074,930株）を保有しており、
持株比率は自己株式を控除して計算しております。

株式の状況
平成22年9月30日現在

事 業 年 度 毎年4月1日から翌年3月31日まで
定時株主総会 毎年6月
基 準 日
定時株主総会・
期 末 配 当 毎年3月31日
中 間 配 当 中間配当を行う場合には9月30日
株主名簿管理人 東京都中央区八重洲二丁目3番1号
事務取扱場所 住友信託銀行株式会社　証券代行部
（郵便物送付先） 〒183-8701

東京都府中市日鋼町1番10
住友信託銀行株式会社　証券代行部

（電話照会先） 7Ⓡ0120-176-417
（インターネット http://www.sumitomotrust.co.jp/STA/
ホームページURL） retail/service/daiko/index.html
・ 住所変更、単元未満株式の買取・買増等のお申出先について
　株主様の口座のある証券会社にお申出ください。
なお、証券会社に口座がないため特別口座が開設されました株主様
は、特別口座の口座管理機関である中央三井信託銀行株式会社にお
申出ください。
・未払配当金の支払について
株主名簿管理人である住友信託銀行株式会社にお申出ください。
・株主様のご住所・お名前に使用する文字に関してのご案内
株券電子化実施に伴い、株主様のご住所・お名前の文字に、株式会
社証券保管振替機構（ほふり）が振替制度で指定していない漢字等
が含まれている場合は、その全部または一部をほふりが指定した文
字またはカタカナに変換して、株主名簿にご登録いたしております。
このため、株主様にご送付する通知物の宛先が、ほふりが指定した
文字に置換えられる場合がありますのでご了承ください。株主様の
ご住所・お名前として登録されている文字については、お取引の証
券会社等にお問い合わせください。
公 告 方 法 電子公告の方法により、当社ウェブサイ

トの下記アドレスに掲載して行います。
http://www.taisei-oncho.co.jp/80.html
ただし、やむを得ない事由によって電子
公告をすることができない場合は、日本
経済新聞に掲載いたします。

株主メモ
商 号
本 社 〒140-8515

東京都品川区大井一丁目47番1号
TEL.03(5742)7301㈹
FAX.03(5742)4551

創 業 昭和16年4月3日
設 立 昭和27年12月22日
資 本 金 51億9,505万7,500円
従業員の状況 639名(平成22年9月30日現在)

役員の状況 代表取締役会長 水 谷 大 介
（平成22年9月30日現在） 代表取締役社長 山 口 隆 義

取締役副社長 中 尾 信 雄
専 務 取 締 役 仲 吉 弘 一
常 務 取 締 役 但 野 光 吉
取 締 役 吉 野 利 幸
取 締 役 中 村 恭 三
取 締 役 志 村 和 昭
取 締 役 水 谷 憲 一
常 勤 監 査 役 相 馬 勝 彦
監 査 役 亀 口 政 史
監 査 役 杉 山 博 康

株 主 名 持株数 持株比率

アミー・コーポレーション㈱ 2,686千株 20.2%

大 成 温 調 取 引 先 持 株 会 1,478 11.1

水 　 谷 　 日 出 夫 1,112 8.4

大 成 温 調 従 業 員 持 株 会 826 6.2

河 村 和 平 803 6.0

河 村 直 美 250 1.9

エスアイエツクス　エスアイエス　
エ ル テ イ ー デ イ ー 208 1.6

小 川 恭 弘 182 1.4

青 木 錠 衛 180 1.4

和 　 田 　 ふ み 子 150 1.1

《省エネルギー支援》
省エネメータリングサービス

　改正省エネ法により、各企業では省エネ対策が重要な経営課題となっていま
す。省エネ対策にはエネルギーをいつ・どこで・何を・どれだけ消費している
かを正しく把握することが重要です。当社は「省エネメータリングサービス」
により、建物のエネルギー消費量を「見える化」し、無駄を見つけるためのお
手伝いを進めております。

『サービスの特徴』
◆弊社でお客様建物に計測器を設置します。
・電気（kWh）・ガス（㎥）使用量を集計し「見える化」します。
・お客様データを頂き分析し、定期報告書を提出いたします。
・システム追加の対応も容易です（オプションとして水道・熱量・温湿度等も
計測できます）。

『 お客様 メリット 』
1）「見える化」により省エネ対策の検討、実施が可能になります！
2）定期報告書で省エネアドバイス、情報が得られます！
3）サービス利用で初期投資が不要です！

『お客様 費用負担』
◆サービス費用：低コストにて承ります。
（注1：サービス費用は現場状況及び計量点数により変動いたします）
（注2：ガスメーター交換は実費精算といたします）

特集 『データ』・Web

お客様 大成温調㈱データセンター

＊＊＊＊@taisei-oncho.co.jp
計測器

電気・ガス 『定期報告書』・訪問

管理用パソコン
（お客様ご支給品）

※1　SDメモリーカードでもデータ収集可能
※2　既設の社内LAN利用も可能

計測器　

ガス量×1点

RS-485

電力量×8点

計測器+表示設定器
【工事概要】
1）キュービクル内に計測器と電流センサーを取り付け
表示設定器は共用とする

2）ガスメーターをパルス出力式に交換（実費精算）
3）ガスメーター用に計測器を取り付け
4）お客様ご支給のパソコンに専用ソフトをインストール
5）計測器と管理パソコン間に通信配線を新設（RS-485）
6）Web の環境を構築（お客様支給）
※キュービクル内作業に伴い停電作業が必要になります

No 対　象 用　途

① 動力電力量 主幹 （全体）

② 〃 エレベータ（ELV）

③ 〃 空調動力

④ 〃 衛生動力

⑤ 電灯電力量 4 階：電灯・コンセント

⑥ 〃 3 階：電灯・コンセント

⑦ 〃 2 階：電灯・コンセント

⑧ 〃 1 階：電灯・コンセント

⑨ パルス ガス積算量

RF

4F

3F

2F

1F

『システム：例』



代表取締役会長
水谷 大介

代表取締役社長
山口 隆義

株主の皆さまへ 財務ハイライト（連結） 四半期連結財務諸表
　株主の皆さまには、益々ご清栄のこととお喜び申しあげます。
日ごろは格別のご支援、ご愛顧を賜り有難く厚くお礼申しあげ
ます。
　ここに当社第60期第２四半期の業績についてご報告申しあげ
ます。詳細については、本冊子をご覧ください。
　本年11月８日付「業績予想の修正に関するお知らせ」にて公表
いたしましたが、依然として景気の動向が不透明ななかで、おか
げさまで今期の利益予想を小幅ながら上方修正することができ
ました。これは大型工事で予想以上の原価低減が図れたことと
全社的に取り組んでおります経費節減努力によるところが大き
な要因でございます。今期は引き続き厳しい経営環境が続くこ
とが予想されますが、全社一丸となり受注強化に努める所存で
ございます。
　本60期における特徴的な取り組みといたしまして、創業70周年
記念事業に関連して様々な企画を展開しております。単に70年を
振り返るだけでなく、今後の10年を見据えて企画・検討する「10年
検討委員会」を設置するなど、大成温調グループの今後の歩みを
確かなものとすべく活動中でございます。また、記念事業の一環
といたしまして、11月にホームページを一新いたしました。グルー
プを挙げての活動状況等につきまして、是非ご覧いただければと
存じます。
　当面の施策といたしましては、厳しい環境を乗り越えるべく、
「海外事業」と「環境事業」をキーワードとして積極的な活動を
行っております。株主の皆さまにおかれましては、今後とも一層の
ご支援とご協力を賜りますようお願い申しあげます。

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新興国向け
の需要回復や政府の景気対策の効果等もあり、回復基調の兆しが
みられたものの、厳しい雇用情勢やデフレの長期化、さらには急激
な円高の進行や株式相場の低迷など依然として先行き不透明感が
払拭できない状況で推移いたしました。当社グループ関連の建設
業界におきましても公共投資は依然低水準で推移し、また設備投
資の低迷や価格競争の激化など、厳しい経営環境下にありました。
　このような状況のもと、当社グループの当第２四半期連結累計
期間の受注高は前年同四半期比14.7％増の224億87百万円となり
ました。
　当第２四半期連結累計期間の業績につきましては、売上高は163億
14百万円（前年同四半期比20.3％減）となり、営業利益は４億97百万
円（前年同四半期比199.2％増）、経常利益は５億72百万円（前年同
四半期比110.7％増）、四半期純利益は３億54百万円（前年同四半期
比163.7％増）となりました。
　なお、当社グループの売上高は、通常の営業形態として、連結会計
年度末に完成する工事の割合が大きくなる傾向があり、一方、販売費
及び一般管理費などの固定費は各四半期にほぼ均等に発生する
ため、利益が連結会計年度末に偏るという季節的変動があります。

平成22年9月30日現在

平成22年4月1日から平成22年9月30日まで

科　目 金　額
資 産 の 部
流 動 資 産 23,566,623
固 定 資 産 7,025,501
有 形 固 定 資 産 3,603,815
無 形 固 定 資 産 54,546
投 資 そ の 他 の 資 産 3,367,139

資 産 合 計 30,592,124
負 債 の 部
流 動 負 債 11,693,005
固 定 負 債 596,932
負 債 合 計 12,289,938

純 資 産 の 部
株 主 資 本 18,682,113
資 本 金 5,195,057
資 本 剰 余 金 5,087,248
利 益 剰 余 金 8,705,071
自 己 株 式 △305,263
評 価・ 換 算 差 額 等 △379,926
その他有価証券評価差額金 105,009
為 替 換 算 調 整 勘 定 △484,936

純 資 産 合 計 18,302,186
負 債 ・ 純 資 産 合 計 30,592,124

（単位：千円）

科　目 金　額
売 上 高 16,314,954
売 上 原 価 14,036,816
売 上 総 利 益 2,278,137
販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 1,781,096
営 業 利 益 497,041
営 業 外 収 益 120,666
営 業 外 費 用 45,311
経 常 利 益 572,396
特 別 利 益 153,151
特 別 損 失 7,304
税金等調整前四半期純利益 718,244
法 人 税 等 363,950
少数株主損益調整前四半期純利益 354,294
四 半 期 純 利 益 354,294

（単位：千円）

四半期連結貸借対照表

四半期連結損益計算書

中間期 通期

第
57
期

第
58
期

第
59
期

■売上高の推移

20,26620,26620,266 20,71620,71620,716

51,97651,97651,97651,27451,27451,274

20,46420,46420,464

44,34244,34244,342

第
60
期

通
期
予
想

16,31416,31416,314

43,00043,00043,000

(単位:百万円)

第
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期

第
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期

第
59
期

第
60
期

通
期
予
想

■経常利益の推移

1,1201,1201,120

328328328

1,9761,9761,976

△227△227△227

271271271

895895895

(単位:百万円)

572572572
680680680

第
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期

第
58
期

第
59
期

第
60
期

通
期
予
想

■中間（当期）純利益の推移

545545545

137137137

997997997

△180△180△180

134134134

436436436

(単位:百万円)

354354354
370370370


